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▼市報で知って初めて参加


  市報でこの会と組織を知り、初めて参加しました。Ｓ１５年（１９４０年）生まれで、戦前戦後を十分体験しており安保闘争も体験（？）。近年の社会、政治の動きに大いに疑問を持っていましたが、調布に来て十数年、地元の動きも全く知りませんでした。一昨年からは、一個人として国会の抗議活動にもしばしば参加。知人のフェイスブックから政治的動向の情報は得ていましたが、それだけではすまない。現代の社会、危機の状況を身体で体験、実感しているものこそ行動する気味があるとの思いでこの講演に来ました。少し携わったことがある教育とマスコミがキーポイントだと強く思っています。政治家はこのことを十分理解して行動しているのに、私たち一般人がそのことに気づいていない現実！　オリンピック反対は、「経済」でなくオリンピック利用の「教育破壊」にこそ重大な意味があると思います。


（片桐千代子・西つつじヶ丘）





▼胸張って話す


　お話を伺い、押しつけ論者たちには、もちろん周囲の友人たちにも、さらに胸を張って「九条」の貴さを説明できます。大事な大事なことをよく分かるように説明していただき、ありがとうございます。先生のセミのお歌も、みんなで合唱した「羽ばたけ憲法９条」も最高に素敵でした。地球憲章のこと、今日のお話、合唱のこと、友人たちに話します。


（中澤幸子・深大寺南町）








▼｢戦争放棄｣が…


  戦後すぐ、「基本的人権」とともに、「国民主権」「戦争放棄」と書かれていたのが、あるとき「民主主義」「平和主義」に変わっていて、「民主主義」は「国民主権」でなくなり、「戦争放棄」は「平和主義」になって戦争ができるようになたんですね…。


　（塙清子・東京都大田区）





▼幣原は信頼できる


  幣原喜重郎とマッカーサーの憲法９条へ関わる役割が、各生かされた経緯が理解できました。幣原の戦前の姿勢が反軍国主義的であったことも信頼できました。明治憲法が発端となって戦争が起こり、アジアの人々の犠牲者が非常に多かったことを考え、戦争が起きない憲法が創られる発想に、素直にならなければならなかった、と思う。　（津田櫓冬・稲城市）





▼自衛隊の本務


　自衛隊については、「災害予防・救助」を本務にして、本務が戦闘でないようにすれば、武器もいらず、合憲になります。「情報収集」や「デモ規制」などを「対民事作戦」とすることも、できなくしましょう。


　（橋本左内・昭島市）





▼９７条の話に興味


  久しぶりに内容の深い話をうかがい、いい気持ちでした。中学生のとき、憲法の前文を暗記し、全条を呼んだ読んだものでしたが、９７条の話は興味があった。


  （注）憲法第９７条　この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であつて、これらの権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである。


 （角田和夫・調布ヶ丘）





▼ドラマにしたら？


  レジメＰ３の「九条成立の背景」をドラマにしたらどうでしょうか？  地域で演劇をしているグループが発表したら？　ユネスコ世界遺産登録は良い案だと思う。マイクが弱く聞こえつらかったが、ご高齢になられた堀尾氏の情熱が伝わってきた。


  （氏名・住所不明）





▼知りたかったこと


　お話は知りたかったことをじかにお話ししていただいて、憲法９条の成り立ちについて面白くお聞きしました。


　（佐藤敦子・小島町）





▼幣原発案に感激


　日本の憲法は、米国の押し付け憲法だから改正が必要だ、というのは改憲論者の主張の原点にされてきたが、今日の堀尾先生の講演から、当時の憲法調査会長・高柳賢三の文献で幣原首相の主張であったことが立証されたことがわかり感激しました。「９条を世界憲章に！」ということには現在７９歳の私は生きているうちに実現できるように、できるだけ長生きするよう努力して、若者たちの世代に継承して行けたら、と考えます。


（山田都市子・調布ヶ丘）





▼幣原さんと隣組だった


　戦時中、渋谷道玄坂上で幣原喜重郎氏と同じ隣組に住んだ。戦災に遭い住まわせてもらったのが１軒おいて隣だった。５月２４、５日の空襲で隣まで焼け、我が家？は辛くも免れた。


幣原氏は終戦直後この焼跡から鎌倉の別宅へ移り、本でも読んで暮らそうと考えていたら、出発直前、天皇からお召しが届き参内したら「戦後初の組閣を頼む」の勅命だったという。終戦後程無くの車中で幣原氏は、酔払いが「俺たちに何の相談もなく戦争をおっ始め、勝った勝ったと煽り立て、大勢死んで、焼野原、挙句に敗戦とは何てこった。俺たちは騙された」と泣きながら喚き散らす姿に出会い、深く心に響くものがあり「憲法九条」の発意となったという。これらを幣原喜重郎氏の回想で読んだ。関心を持っていた方についてのお話だったので特に興味深かった。有難うございました。


（鵜澤希伊子、上石原）
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第１２０回（２０１７年１月）例会


南スーダンＰＫＯと自衛隊


お話：石井 曉さん


            共同通信・編集局編集委員


2017年1月21日(土)13:30～


於：調布市教育会館 201室


参加費300円　
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